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(57)【要約】
【課題】部屋の中央に各種設備機器のコントローラを集
約できるとともに、より多くのケーブルを容易に収納で
きる屋内配線構造および建物を提供することを目的とす
る。
【解決手段】部屋３の床３ａと腰掛板部８との間と、部
屋３の天井３ｂと目隠し板９との間が、ケーブル１がそ
れぞれ収納される下部収納部８ａおよび上部収納部９ａ
とされており、一端部が部屋３の中央付近に位置する第
３壁６には各種設備機器用のコントローラ１０が設けら
れるとともに、下部収納部８ａと上部収納部９ａとに接
する部分に開口部６ａ，６ｂがそれぞれ形成されており
、ケーブル１は、下部収納部８ａおよび上部収納部９ａ
に収納されるとともに、開口部６ａ，６ｂおよび第３壁
６の内部中空部を通過してコントローラ１０に接続され
ている。これにより、部屋の中央付近にコントローラを
集約でき、ケーブルを収納するスペースを広く取れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明や空調、動力、通信等の各種設備機器から伸びるケーブルを建物本体内に配線して
なる屋内配線構造において、
　前記建物本体は、この建物本体内の部屋の一辺に沿って配置される第１壁と、この第１
壁に直交して配置されるとともに一端部が該第１壁に接続される第２壁と、この第２壁の
他端部に接続されるとともに該第２壁が接続する前記第１壁と対向して配置され、さらに
一端部が前記部屋の中央付近に位置する内部中空状の第３壁とを備えており、
　互いに対向する前記第１壁および第３壁と、前記第２壁とからなる凹所には、前記部屋
の床の上方に平行配置される腰掛板部と、前記部屋の天井の下方に平行配置される目隠し
板とが設けられ、前記部屋の床と前記腰掛板部との間と、前記部屋の天井と前記目隠し板
との間は、前記ケーブルがそれぞれ収納される下部収納部および上部収納部とされており
、
　前記第３壁には、前記各種設備機器用のコントローラが設けられるとともに、前記下部
収納部と上部収納部とに接する部分に、前記ケーブルを挿通させるための開口部がそれぞ
れ形成されており、
　前記ケーブルは、前記下部収納部および上部収納部に収納されるとともに、前記開口部
および第３壁の内部中空部を通過して前記コントローラに接続されていることを特徴とす
る屋内配線構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の屋内配線構造において、
　前記コントローラは、前記第３壁の一端部側の前記第１壁側に位置する第１の壁面と、
前記第３壁の一端部側の前記第１壁とは反対側に位置する第２の壁面と、これら第１の壁
面の端部と第２の壁面の端部との間に位置する第３の壁面とのうち、少なくとも一方の壁
面に設けられていることを特徴とする屋内配線構造。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の屋内配線構造において、
　前記第３壁は、壁本体と、この壁本体に着脱可能であるとともに前記第３壁の一部をな
す着脱壁とを備えており、この着脱壁には前記コントローラが設けられていることを特徴
とする屋内配線構造。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の屋内配線構造において、
　前記下部収納部には、上面が開放された収納ボックスが、前記第２壁との間に隙間をあ
けて出し入れ自在に収容されており、この隙間が配線スペースとされていることを特徴と
する屋内配線構造。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の屋内配線構造において、
　前記第２壁と、この第２壁が接続される第１壁の少なくとも一方には、屋外と前記下部
収納部および上部収納部とをそれぞれ連通するとともに内部にケーブルが配線可能な先行
配管が設けられていることを特徴とする屋内配線構造。
【請求項６】
　請求項５に記載の屋内配線構造が適用される建物であって、
　前記第３壁の他端部は、前記第２壁が接続する第１壁と直交する方向に、かつ前記建物
本体内の部屋の一辺に沿って配置される第４壁に接続されており、
　前記建物本体内は、前記第２壁と第３壁とで区切ることによって、前記部屋を含む第１
領域と、この第１領域に隣接する第２領域とに分割されており、
　前記第２領域はバルコニーとされていることを特徴とする建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、照明や空調、動力、通信等の各種設備機器から伸びるケーブルを建物本体内
に配線してなる屋内配線構造と、この屋内配線構造が適用される建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅等の建物の内部には、照明や空調を始め、様々な設備機器が設けられており、例え
ば特許文献１に記載のように、設備機器を操作するコントローラを部屋の壁に設け、使用
者が、このコントローラのスイッチを直接またはリモコンを用いて操作する技術が知られ
ている。
　また、各種設備機器から伸びるケーブルは、例えば壁体内に形成された中空部を通した
り、特許文献２のように壁と床との境界部に位置する幅木に形成された中空部を通したり
して、ケーブルが部屋内に露出しないような工夫が施されている。
【特許文献１】特開平０８－０４９８６１号公報
【特許文献２】特開２００６－１３２０９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、特許文献１に記載のような設備機器用のコントローラは、部屋の隅部や出入
り口近傍に設けられたり、各設備機器の近傍にそれぞれ設けられる場合が多く、使用者が
直接操作を行う際はいちいち部屋の隅部や出入り口近傍、各設備機器の近傍まで移動しな
ければならず、不便である。また、リモコンは持ち運び自在である半面、紛失しないよう
に気を配らなければならないし、多数のリモコンを一所にまとめて保管すると場所を取る
という問題もある。そこで、例えば部屋の中央に各種設備機器のコントローラを集約した
いという要望があった。
　ところが、このように部屋の中央に各種設備機器のコントローラを集約するとなると、
各種設備機器から伸びるケーブルが部屋の中央に向かうにつれて多く集まり、混み合うこ
ととなる。このようにケーブルが多く集まると、特許文献２に記載のような幅木に形成さ
れた中空部だけにケーブルを収納することが困難となる。
【０００４】
　本発明の課題は、部屋の中央に各種設備機器のコントローラを集約できるとともに、よ
り多くのケーブルを容易に収納できる屋内配線構造および建物を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、照明や空調、動力、通信等
の各種設備機器から伸びるケーブル１を建物本体２０内に配線してなる屋内配線構造にお
いて、
　前記建物本体２０は、この建物本体２０内の部屋３の一辺に沿って配置される第１壁４
と、この第１壁４に直交して配置されるとともに一端部が該第１壁４に接続される第２壁
５と、この第２壁５の他端部に接続されるとともに該第２壁５が接続する前記第１壁４と
対向して配置され、さらに一端部が前記部屋３の中央付近に位置する内部中空状の第３壁
６とを備えており、
　互いに対向する前記第１壁４および第３壁６と、前記第２壁５とからなる凹所３ｃには
、前記部屋３の床３ａの上方に平行配置される腰掛板部８と、前記部屋３の天井３ｂの下
方に平行配置される目隠し板９とが設けられ、前記部屋３の床３ａと前記腰掛板部８との
間と、前記部屋３の天井３ｂと前記目隠し板９との間は、前記ケーブル１がそれぞれ収納
される下部収納部８ａおよび上部収納部９ａとされており、
　前記第３壁６には、前記各種設備機器用のコントローラ１０が設けられるとともに、前
記下部収納部８ａと上部収納部９ａとに接する部分に、前記ケーブル１を挿通させるため
の開口部６ａ，６ｂがそれぞれ形成されており、
　前記ケーブル１は、前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａに収納されるとともに、
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前記開口部６ａ，６ｂおよび第３壁６の内部中空部を通過して前記コントローラ１０に接
続されていることを特徴とする。
【０００６】
　請求項１に記載の発明によれば、前記第３壁６は、前記第２壁５の他端部に接続される
とともに該第２壁５が接続する前記第１壁４と対向して配置され、さらに一端部が前記部
屋３の中央付近に位置しており、このような第３壁６に前記コントローラ１０が設けられ
ているので、前記部屋３の中央付近に各種設備機器のコントローラ１０を集約でき、前記
部屋３の中央付近で各種設備機器の操作を行うことができる。これによって、例えば、前
記コントローラ１０が前記部屋３の隅部や出入り口近傍に設けられたり、各設備機器の近
傍にそれぞれ設けられる場合や、リモコンを用いたりする場合とは異なり、前記各種設備
機器を操作するために前記部屋３内を移動したり、多数のリモコンをまとめて保管したり
する必要がないので、前記各種設備機器の操作を行う際の利便性を向上させることができ
る。
　また、前記部屋３の床３ａと前記腰掛板部８との間と、前記部屋３の天井３ｂと前記目
隠し板９との間が、前記ケーブル１がそれぞれ収納される下部収納部８ａおよび上部収納
部９ａとされているので、例えば幅木に形成された中空部にケーブル１を収納する場合に
比して、前記ケーブル１を収納するスペースを広く取ることができ、より多くのケーブル
１を収納することができる。これによって、前記部屋３の中央付近に各種設備機器のコン
トローラを集約させやすくなる。
　さらに、前記部屋３内から前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａを見る際に、前記
腰掛板部８および目隠し板９によって視線を遮ることができるので、前記ケーブル１を、
前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａに、前記部屋３内から見えにくい状態で収納す
ることができる。
　また、前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａは、前記部屋３に向かって開放してい
る状態となっているので、前記部屋３内から前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａに
収納されたケーブル１のメンテナンス等を行うことができる。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、例えば図２，図６および図７に示すように、請求項１に記載
の屋内配線構造において、
　前記コントローラ１０は、前記第３壁６の一端部側の前記第１壁４側に位置する第１の
壁面６ｃと、前記第３壁６の一端部側の前記第１壁４とは反対側に位置する第２の壁面６
ｄと、これら第１の壁面６ｃの端部と第２の壁面６ｄの端部との間に位置する第３の壁面
６ｅとのうち、少なくとも一方の壁面に設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明によれば、前記コントローラ１０は、前記第１の壁面６ｃと、前
記第２の壁面６ｄと、前記第３の壁面６ｅとのうち、少なくとも一方の壁面に設けられて
いるので、例えば、居住者が、これら壁面６ｃ，６ｄ，６ｅのうち、いずれかを前記コン
トローラ１０の設置場所として任意で選択することができたり、これら壁面６ｃ，６ｄ，
６ｅ全てに前記コントローラ１０を設けることで、前記部屋３の中央付近に、より多くの
コントローラ１０を集約させたりすることができる。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、例えば図７に示すように、請求項１または２に記載の屋内配
線構造において、
　前記第３壁６は、壁本体６０と、この壁本体６０に着脱可能であるとともに前記第３壁
６の一部をなす着脱壁６１とを備えており、この着脱壁６１には前記コントローラ１０が
設けられていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に記載の発明によれば、前記第３壁６は、壁本体６０と、この壁本体６０に着
脱可能であるとともに前記第３壁６の一部をなす着脱壁６１とを備えており、この着脱壁
６１には前記コントローラ１０が設けられているので、前記着脱壁６１を前記壁本体６０
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から取り外して前記コントローラ１０のメンテナンスや付け替え作業等を行うことができ
る。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、例えば図３に示すように、請求項１～３のいずれか一項に記
載の屋内配線構造において、
　前記下部収納部８ａには、上面が開放された収納ボックス８０が、前記第２壁５との間
に隙間８ｂをあけて出し入れ自在に収容されており、この隙間８ｂが配線スペースとされ
ていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４に記載の発明によれば、前記下部収納部８ａには、上面が開放された収納ボッ
クス８０が、前記第２壁５との間に隙間８ｂをあけて出し入れ自在に収容されており、こ
の隙間８ｂが配線スペースとされているので、前記収納ボックス８０によって前記配線ス
ペースを確実に目隠しすることができる。
　また、前記収納ボックス８０を前記下部収納部８ａから取り出せば、前記下部収納部８
ａを前記部屋３に向かって開放させることができるので、前記部屋３内から前記下部収納
部８ａに収納されたケーブル１のメンテナンス等を行うことができる。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、例えば図３および図４に示すように、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の屋内配線構造において、
　前記第２壁５と、この第２壁５が接続される第１壁４の少なくとも一方には、屋外と前
記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａとをそれぞれ連通するとともに内部にケーブル１
が配線可能な先行配管５０，５１が設けられていることを特徴とする。
【００１４】
　請求項５に記載の発明によれば、前記第２壁５と、この第２壁５が接続される第１壁４
の少なくとも一方には、屋外と前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａとをそれぞれ連
通するとともに内部にケーブル１が配線可能な先行配管５０，５１が設けられているので
、外部から前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａへとケーブル１を引き込む際は前記
先行配管５０，５１にケーブル１を配線すればよく、前記第２壁５や第１壁４に、前記ケ
ーブル１を引き込むための開口を形成する工事をする手間を省くことができる。
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、例えば図１～図４に示すように、請求項５に記載の屋内配線
構造が適用される建物２であって、
　前記第３壁６の他端部は、前記第２壁５が接続する第１壁４と直交する方向に、かつ前
記建物本体２０内の部屋３の一辺に沿って配置される第４壁７に接続されており、
　前記建物本体２０内は、前記第２壁５と第３壁６とで区切ることによって、前記部屋３
を含む第１領域２１と、この第１領域２１に隣接する第２領域２２とに分割されており、
　前記第２領域２２はバルコニーとされていることを特徴とする。
【００１６】
　請求項６に記載の発明によれば、前記第３壁６の他端部は、前記第２壁５が接続する第
１壁４と直交する方向に、かつ前記建物本体２０内の部屋３の一辺に沿って配置される第
４壁７に接続されており、前記建物本体２０内は、前記第２壁５と第３壁６とで区切るこ
とによって、前記部屋３を含む第１領域２１と、この第１領域２１に隣接する第２領域２
２とに分割されており、前記第２領域２２はバルコニーとされているので、例えば前記第
２壁５に前記先行配管５０，５１が設けられる場合に、バルコニー上で、前記先行配管５
０，５１に前記ケーブル１を配線する作業を安全かつ容易に行うことができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、第３壁は、第２壁の他端部に接続されるとともに該第２壁が接続する
第１壁と対向して配置され、さらに一端部が部屋の中央付近に位置しており、このような
第３壁にコントローラが設けられているので、部屋の中央付近に各種設備機器のコントロ
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ーラを集約でき、部屋の中央付近で各種設備機器の操作を行うことができる。これによっ
て、例えば、コントローラが部屋の隅部や出入り口近傍に設けられたり、各設備機器の近
傍にそれぞれ設けられる場合や、リモコンを用いたりする場合とは異なり、各種設備機器
を操作するために部屋内を移動したり、多数のリモコンをまとめて保管したりする必要が
ないので、各種設備機器の操作を行う際の利便性を向上させることができる。
　また、部屋の床と腰掛板部との間と、部屋の天井と目隠し板との間が、ケーブルがそれ
ぞれ収納される下部収納部および上部収納部とされているので、例えば幅木に形成された
中空部にケーブルを収納する場合に比して、ケーブルを収納するスペースを広く取ること
ができ、より多くのケーブルを収納することができる。これによって、部屋の中央付近に
各種設備機器のコントローラを集約させやすくなる。
　さらに、部屋内から下部収納部および上部収納部を見る際に、腰掛板部および目隠し板
によって視線を遮ることができるので、ケーブルを、下部収納部および上部収納部に、部
屋内から見えにくい状態で収納することができる。
　また、下部収納部および上部収納部は、部屋に向かって開放している状態となっている
ので、部屋内から下部収納部および上部収納部に収納されたケーブルのメンテナンス等を
行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
　なお、本実施の形態の建物２は、壁や床、屋根といった建物の構成要素を予め工場にて
パネル化しておき、施工現場でこれらのパネルを組み立てて構築するパネル工法で構築さ
れるが、従来の軸組工法や壁式工法の木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造等の建物にも適
用することができる。
【００１９】
　また、このパネルとは、図示はしないが、縦横の框材が矩形状に組み立てられるととも
に、矩形枠の内部に補助桟材が縦横に組み付けられて枠体が構成され、この枠体の両面も
しくは片面に、面材が貼設されたものであり、内部中空な構造となっている。さらに、そ
の内部中空な部分には、通常、グラスウールやロックウール等の断熱材が装填されるもの
である。
【００２０】
　本実施の形態の屋内配線構造は、図１～図５に示すように、照明や空調、動力、通信等
の各種設備機器から伸びるケーブル１を建物本体２０内に配線してなるものである。
　前記建物本体２０は、この建物本体２０内の部屋３の一辺に沿って配置される第１壁４
と、この第１壁４に直交して配置されるとともに一端部が該第１壁４に接続される第２壁
５と、この第２壁５の他端部に接続されるとともに該第２壁５が接続する前記第１壁４と
対向して配置され、さらに一端部が前記部屋３の中央付近に位置する内部中空状の第３壁
６とを備えている。
　また、互いに対向する前記第１壁４および第３壁６と、前記第２壁５とからなる凹所３
ｃには、前記部屋３の床３ａの上方に平行配置される腰掛板部８と、前記部屋３の天井３
ｂの下方に平行配置される目隠し板９とが設けられ、前記部屋３の床３ａと前記腰掛板部
８との間と、前記部屋３の天井３ｂと前記目隠し板９との間は、前記ケーブル１がそれぞ
れ収納される下部収納部８ａおよび上部収納部９ａとされている。
　さらに、前記第３壁６には、前記各種設備機器用のコントローラ１０が設けられるとと
もに、前記下部収納部８ａと上部収納部９ａとに接する部分に、前記ケーブル１を挿通さ
せるための開口部６ａ，６ｂがそれぞれ形成されている。
　そして、前記ケーブル１は、前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａに収納されると
ともに、前記開口部６ａ，６ｂおよび第３壁６の内部中空部を通過して前記コントローラ
１０に接続されている。
【００２１】
　ここで、前記各種設備機器とは、例えば照明器具やエアコン等の空調機であり、照明器
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具はその明るさやオン・オフ動作等をコントローラ１０によって操作でき、空調機は冷暖
房の選択や温度調整、タイマー設定、オン・オフ動作等をコントローラ１０によって操作
できる。また、建物２内の防犯センサーの設定やオン・オフ動作等をコントローラ１０に
よって操作できるようにしてもよいし、その他、玄関と建物内、部屋同士などの通話に用
いるインターフォンや電話、いわゆるモデム等の変復調装置などを前記第３壁６に設けて
もよい。
　すなわち、建物本体２０内にどのような設備機器を設けるかは居住者の任意であり、居
住者の任意で設けられる各種設備機器の操作を行うためのコントローラ１０を前記第３壁
６に適宜設けることができる。
【００２２】
　例えば、本実施の形態の建物本体２０には、図１に示すように、階段室２１ａの上方に
、この階段室２１ａと屋外とを連通する開口が設けられ、この開口には開閉自在な天窓２
３が嵌め込まれており、この天窓２３の直下にシーリングファン２４が設けられている。
そして、例えば前記天窓２３を開閉する際の動力や、シーリングファン２４を回転駆動や
、オン・オフ動作もコントローラ１０によって操作できるようになっている。
【００２３】
　また、将来的に増設する予定のある機器のケーブル１や、今後、世間に普及することが
予想される機器に必要なケーブル１等を、建物本体２０内の壁や床、天井等に形成される
内部中空部等に先行して配線しておいてもよい。
【００２４】
　また、本実施の形態においては、図２および図７に示すように、複数のコントローラ１
０を、例えばパネル１１に一まとめに取り付けておき、このパネル１１を前記第３壁６に
設けるようにしている。なお、これに限られず、コントローラ１０を一つ一つ前記第３壁
６に設けるようにしてもよく、適宜変更可能である。
【００２５】
　また、前記建物本体２０は、図１に示すように、前記第２壁５と第３壁６とで区切るこ
とによって、前記部屋３を含む第１領域２１と、この第１領域２１に隣接する第２領域２
２とに分割されており、前記第２領域２２はバルコニーとされている。
　なお、前記第３壁６の他端部は、前記第２壁５が接続する第１壁４と直交する方向に、
かつ前記建物本体２０内の部屋３の一辺に沿って配置される第４壁７に接続されている。
そして、前記部屋３は、前記第１壁４、第２壁５、第３壁６、第４壁７と、その他に、該
部屋３の周縁に沿って配置される周壁とによって囲まれている。
　また、前記第１領域２１内の前記部屋３は、リビング、ダイニングおよびキッチン等を
含む共用居住空間である。また、この第１領域２１は前記階段室２１ａを含んでいる。
【００２６】
　また、前記第２壁５は、壁パネルを用いて構成されており、本実施の形態においては図
１～図６に示すように、前記部屋３とバルコニーとを連通する開口部５ａが形成されてい
る。また、この開口部５ａには、この開口部５ａを開閉するための開閉扉５ｂが設けられ
ている。
　さらに、この第２壁５は、一端部は前記第１壁４に直交して接続されており、他端部は
前記部屋３の中央に向かうようにして配置されている。
【００２７】
　また、前記第３壁６は、壁パネルを用いて構成されており、上述のように、前記第２壁
５の他端部に接続されるとともに該第２壁５が接続する前記第１壁４と対向して配置され
、さらに一端部が前記部屋３の中央付近に位置している。さらに、上述のように、この第
３壁６の他端部は、前記第２壁５が接続する第１壁４と直交する方向に、かつ前記建物本
体２０内の部屋３の一辺に沿って配置される第４壁７に接続されている。
　これによって、この第３壁６と前記第２壁５によって前記建物本体２０内を前記第１領
域２１と第２領域２２（バルコニー）とに区画することができる。すなわち、これら第２
壁５および第３壁６は、屋外に面する外壁として本実施の形態で用いられている。
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【００２８】
　また、前記バルコニーである第２領域２２には、この第２領域の幅方向に沿って長尺な
矩形板状の板材を複数並設してなるデッキ２２ａが設置されており、このデッキ２２ａは
、前記第２壁５を挟んで、前記腰掛板部８と略等しい高さに設定されている。
　また、このようなデッキ２２ａは、デッキ２２ａを持ち上げたり、デッキ２２ａを構成
する板材を適宜取り外しできたり、作業口を設けたりすることで、このデッキ２２ａの下
方空間に手を入れることが可能となり、後述する先行配管５０にケーブル１を配線する作
業を容易に行えるようになっている。
【００２９】
　なお、これに限られず、これら第２壁５および第３壁６を、内壁、間仕切壁等として用
いてもよいものとする。つまり、前記第２領域２２をバルコニー等のように屋外とせず、
屋内として扱うことができる。この場合、例えばキッチンや納戸、部屋として利用しても
よい。その他、前記開口部５ａを有しない状態で床の間として利用してもよく、適宜変更
可能である。
　また、前記第２領域２２をキッチンとして用いる場合は、前記第３壁６に出入り口を設
けるとともに、前記第２壁５の開口部５ａを利用して対面式キッチンとすることもできる
し、前記腰掛板部８をより高い位置に設けてカウンターとしてもよい。この腰掛板部８を
カウンターとして用いる場合は、前記ケーブル１を隠せるように、カウンター下に収納キ
ャビネットなどを設置することが好ましい。
【００３０】
　また、前記第３壁６は、図１および図２に示すように　例えば袖壁の如く、一端部が前
記部屋３内に突出して配置されている。
　したがって、このような第３壁６に前記コントローラ１０を設ける場合は、前記コント
ローラ１０を、図２，図６および図７に示すように、前記第３壁６の一端部側の前記第１
壁４側に位置する第１の壁面６ｃと、前記第３壁６の一端部側の前記第１壁４とは反対側
に位置する第２の壁面６ｄと、これら第１の壁面６ｃの端部と第２の壁面６ｄの端部との
間に位置する第３の壁面６ｅとのうち、少なくとも一方の壁面に設けるようにしている。
　これによって、例えば、居住者が、これら壁面６ｃ，６ｄ，６ｅのうち、いずれかを前
記コントローラ１０の設置場所として任意で選択することができたり、これら壁面６ｃ，
６ｄ，６ｅ全てに前記コントローラ１０を設けることで、前記部屋３の中央付近に、より
多くのコントローラ１０を集約させたりすることができる。
　なお、本実施の形態では、前記第１の壁面６ｃと、前記第２の壁面６ｄとに前記コント
ローラ１０が設けられている。
【００３１】
　また、本実施の形態の第３壁６は、図７に示すように、壁本体６０と、この壁本体６０
に着脱可能であるとともに前記第３壁６の一部をなす着脱壁６１とを備えており、この着
脱壁６１に前記コントローラ１０が設けられている。
　これによって、前記着脱壁６１を前記壁本体６０から取り外して前記コントローラ１０
のメンテナンスや付け替え作業等を行うことができる。
【００３２】
　ここで、前記壁本体６０は、上下に離間する框材６０ａ，６０ａと、これら框材６０ａ
，６０ａに平行する補助桟材６０ｂと、前記框材６０ａ，６０ａの付近において側面視凹
状に切欠形成された面材６０ｃ，６０ｃと、これら面材６０ｃ，６０ｃの表面に貼り付け
られるとともに面材と同じく側面視凹状に切欠形成された石膏ボード等の内装材６０ｄ，
６０ｄと、前記第３の壁面６ｅ側に位置する内装材６０ｄとを備えている。なお、前記内
装材６０ｄ，６０ｄ，６０ｄの表面にはシート状の内装仕上げ材が貼り付けられている。
　さらに、前記框材６０ａ，６０ａと、前記補助桟材６０ｂと、前記面材６０ｃ，６０ｃ
とで囲まれる内部中空部は、前記ケーブル１が配線されるため、また、この第３壁６の一
端部は屋内に位置しているため、断熱材が装填されない状態となっている。
【００３３】
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　また、前記着脱壁６１は、前記壁本体６０の凹状切欠部分に嵌め合わされるものであり
、これら着脱壁６１および壁本体６０の一組で前記第３壁６が構成されている。
　また、この着脱壁６１は、前記壁本体６０の框材６０ａ，６０ａ間に接がれる框材６１
ａと、前記面材６０ｃ，６０ｃの凹状切欠部分に嵌め込まれる面材６１ｂ，６１ｂと、前
記内装材６０ｄ，６０ｄの凹状切欠部分に嵌め合わされる内装材６１ｃ，６１ｃと、前記
第３の壁面６ｅ側に位置する内装材６１ｃとを備えている。なお、前記内装材６１ｃ，６
１ｃ，６１ｃの表面にはシート状の内装仕上げ材が貼り付けられている。
　さらに、前記内装材６１ｃには、複数のコントローラ１０が取り付けられた前記パネル
１１が嵌め込まれる開口部６１ｄが形成されている。
【００３４】
　そして、この着脱壁６１を前記壁本体６０に取り付ける際は、前記壁本体６０の框材６
０ａ，６０ａ間に、前記着脱壁６１の框材６１ａを嵌め込むとともに、この着脱壁６１の
面材６１ｂ，６１ｂを前記壁本体６０の補助桟材６０ｂの表面に沿ってスライドさせ、こ
れら壁本体６０の第３の壁面６ｅと着脱壁６１の第３の壁面６ｅとが面一となるまでスラ
イドさせるようにして取り付ける。
【００３５】
　また、前記第３壁６には、図５に示すように、かつ上述のように前記下部収納部８ａと
上部収納部９ａとに接する部分に、前記ケーブル１を挿通させるための開口部６ａ，６ｂ
がそれぞれ形成されている。
　これによって、このように開口部６ａ，６ｂを介して前記第３壁６の内部中空部と、前
記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａとが連通することとなり、前記ケーブル１を確実
に前記第３壁６の内部に配線することができるようになっている。
【００３６】
　一方、図示はしないが、前記第１壁４と第２壁５とのうち、少なくとも一方には、前記
下部収納部８ａと上部収納部９ａとに接する部分に、前記ケーブル１を挿通させるための
開口部がそれぞれ形成されているものとする。
　これによって、この開口部を介して前記第１壁４と第２壁５の少なくとも一方と、前記
下部収納部８ａおよび上部収納部９ａとが連通することとなり、前記ケーブル１を確実に
前記第１壁４と第２壁５の少なくとも一方の内部に配線することができるようになってい
る。
【００３７】
　また、このように前記第１壁４や前記第２壁５の内部に配線されるケーブル１は予め配
線されるものであり、これら第１壁４や第２壁５の内部を通じて、隣接する他の壁や床や
天井の内部を通過し、各種設備機器へと繋がっている。
　すなわち、前記各種設備機器から伸びるケーブル１を前記第１壁４や第２壁５の内部を
通過させて、前記図示しない開口部からケーブル１を出しておき、このケーブル１を前記
コントローラ１０に直接接続してもよいが、図示しない開口部からのケーブル１と、前記
開口部６ａ，６ｂを介して前記コントローラ１０から伸びるケーブル１とを接続部材を用
いて前記下部収納部８ａ内や、前記上部収納部９ａ内で接続するようにしてもよい。
　さらに、上述のように将来的に増設する予定のある機器のケーブル１や、今後、世間に
普及することが予想される機器に必要なケーブル１等を、前記第１壁４や第２壁５の内部
や、隣接する他の壁や床や天井の内部に先行して配線しておけば、前記下部収納部８ａ内
や、前記上部収納部９ａ内で、前記コントローラ１０から伸びるケーブル１と容易に接続
できるので、望ましい。
【００３８】
　また、図３および図４に示すように、前記第２壁５にも、屋外と前記下部収納部８ａお
よび上部収納部９ａとをそれぞれ連通するとともに内部にケーブル１が配線可能な先行配
管５０，５１が設けられている。
　このような先行配管５０，５１を設ける際は、まず、前記第２壁５に、前記先行配管５
０，５１外径よりも若干小径の孔を形成しておく。
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　さらに、このような先行配管５０，５１の両端部の開口部分には蓋部材５０ａ，５１ａ
がそれぞれ嵌め込まれており、ケーブル１を配線しないときは常に閉塞しておく。
【００３９】
　そして、このように前記第２壁５に、屋外と前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａ
とをそれぞれ連通するとともに内部にケーブル１が配線可能な先行配管５０，５１が設け
られているので、外部から前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａへとケーブル１を引
き込む際は前記先行配管５０，５１にケーブル１を配線すればよく、前記第２壁５に、前
記ケーブル１を引き込むための開口を形成する工事をする手間を省くことができる。
　また、この第２壁５の屋外側は上述のようにバルコニーである第２領域２２とされてい
るので、バルコニー上で、前記先行配管５０，５１に前記ケーブル１を配線する作業を安
全かつ容易に行うことができる。
【００４０】
　なお、本実施の形態では、前記第２壁５に先行配管５０，５１を設けるようにしたが、
これに限られるものではなく、前記第２壁５が接続される第１壁４に設けるようにしても
よい。すなわち、前記建物本体２０を構成する外壁のうち、前記下部収納部８ａおよび上
部収納部９ａに接している部分を有する外壁であればよい。
【００４１】
　一方、前記腰掛板部８は、図１～図３，図５および図６に示すように、互いに対向する
前記第１壁４および第３壁６と、前記第２壁５とからなる凹所３ｃに設けられるものであ
り、前記部屋３の床３ａの上方に平行配置されている。
　また、この腰掛板部８は、矩形板状に形成されるとともに、人が安定的に腰掛けられる
ようなサイズに設定されている。すなわち、前記第２壁５側から部屋３側までの奥行き寸
法が、一般的な大人の腰部が載せられても広すぎず狭すぎない程度の長さに設定されてい
る。幅寸法は、前記第３壁６と第１壁４との離間距離と略等しく、厚さ寸法は適宜変更可
能である。
【００４２】
　また、本実施の形態の腰掛板部８は単なる板状体であるが、例えば、上面に、座部と背
もたれ部とからなるソファを設置して、前記凹所３ｃにソファを設けるようにしてもよい
。このように背もたれ部がある椅子状の形態とする場合は、前記第２壁５に開口部５ａを
形成しなくてもよく、形成したとしても出入り口としてではなく窓として用いるような開
口部とすることが好ましい。
【００４３】
　さらに、前記下部収納部８ａには、上面が開放された収納ボックス８０が、前記第２壁
５との間に隙間８ｂをあけて出し入れ自在に収容されており、この隙間８ｂが配線スペー
スとされている（図３中の破線）。
　したがって、前記収納ボックス８０によって前記配線スペースを確実に目隠しすること
ができる。また、前記収納ボックス８０を前記下部収納部８ａから取り出せば、前記下部
収納部８ａを前記部屋３に向かって開放させることができるので、前記部屋３内から前記
下部収納部８ａに収納されたケーブル１のメンテナンス等を行うことができる。
【００４４】
　なお、この腰掛板部８を前記凹所３ｃに設ける際は、例えば、脚部８ｃを前記部屋３の
床３ａ上に設けて、この上に前記腰掛板部８を載せたり、前記第１壁４と第２壁５と第３
壁６の表面に沿ってコ字状の支持枠（図示せず）を固定し、この支持枠上に前記腰掛板部
８を載せたりすることによって前記凹所３ｃに設けられている。
　また、このような腰掛板部８は前記凹所３ｃから取り外し可能としたり、蝶番等によっ
て開閉動作可能としたりすることで、前記ケーブル１のメンテナンス等をより容易に行え
るので、好ましい。
【００４５】
　また、前記目隠し板９は、図１，図２，図４，図５に示すように、互いに対向する前記
第１壁４および第３壁６と、前記第２壁５とからなる凹所３ｃに設けられるものであり、
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前記部屋３の天井３ｂの下方に平行配置されている。
　また、この目隠し板９は、矩形板状に形成されるとともに、前記腰掛板部８と略等しい
奥行き寸法および幅寸法に設定されている。
　さらに、この目隠し板９の部屋３側には、この目隠し板９の上面よりも上方に突出する
立ち上がり部９ｃが設けられており、前記部屋３からの視線を遮りやすくなっている。
【００４６】
　また、この目隠し板９の上面の中央付近には、この目隠し板９の幅方向に沿って長い蛍
光灯等の間接照明９０が設けられており、この間接照明９０と前記第２壁５との間の隙間
９ｂが配線スペースとされている（図４中の破線）。これにより、間接照明９０の明かり
の後方に配線スペースが位置することとなるので、前記部屋３内から前記配線スペースが
見えにくくなるという利点がある。
【００４７】
　なお、本実施の形態では、前記立ち上がり部９ｃを設けて前記部屋３からの視線を遮り
やすくしたが、この立ち上がり部９ｃの代わりに、前記目隠し板９から前記部屋３の天井
３ｂまで立ち上がる立ち上がり壁（図４中の二点鎖線）を設けるようにしてもよい。
　すなわち、前記上部収納部９ａを立ち上がり壁で閉塞する。これによって、前記部屋３
からの視線を完全に遮断することができる。
　また、このような場合は、立ち上がり壁に作業口を形成しておき、メンテナンス等が行
えるようにしておく。
【００４８】
　また、本実施の形態の目隠し板９には、図２に示すように、前記間接照明９０だけでな
く、下方に向かって光を照射するスポットライト照明器具９１も設けられており、前記腰
掛板部８に腰を掛けて読書したりする場合に効果的である。
　また、このようなスポットライト照明器具９１のコントローラ１０は、前記第３壁６の
一端部側の前記第１壁４側に位置する第１の壁面６ｃに設けられており、これによって、
前記腰掛板部８に腰掛けながら操作できるので、好ましい。
【００４９】
　本実施の形態によれば、前記第３壁６は、前記第２壁５の他端部に接続されるとともに
該第２壁５が接続する前記第１壁４と対向して配置され、さらに一端部が前記部屋３の中
央付近に位置しており、このような第３壁６に前記コントローラ１０が設けられているの
で、前記部屋３の中央付近に各種設備機器のコントローラ１０を集約でき、前記部屋３の
中央付近で各種設備機器の操作を行うことができる。これによって、例えば、前記コント
ローラ１０が前記部屋３の隅部や出入り口近傍に設けられたり、各設備機器の近傍にそれ
ぞれ設けられる場合や、リモコンを用いたりする場合とは異なり、前記各種設備機器を操
作するために前記部屋３内を移動したり、多数のリモコンをまとめて保管したりする必要
がないので、前記各種設備機器の操作を行う際の利便性を向上させることができる。
　また、前記部屋３の床３ａと前記腰掛板部８との間と、前記部屋３の天井３ｂと前記目
隠し板９との間が、前記ケーブル１がそれぞれ収納される下部収納部８ａおよび上部収納
部９ａとされているので、例えば幅木に形成された中空部にケーブル１を収納する場合に
比して、前記ケーブル１を収納するスペースを広く取ることができ、より多くのケーブル
１を収納することができる。これによって、前記部屋３の中央付近に各種設備機器のコン
トローラを集約させやすくなる。
　さらに、前記部屋３内から前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａを見る際に、前記
腰掛板部８および目隠し板９によって視線を遮ることができるので、前記ケーブル１を、
前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａに、前記部屋３内から見えにくい状態で収納す
ることができる。
　また、前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａは、前記部屋３に向かって開放してい
る状態となっているので、前記部屋３内から前記下部収納部８ａおよび上部収納部９ａに
収納されたケーブル１のメンテナンス等を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
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【００５０】
【図１】本発明の実施の形態に係る建物を示す平面図である。
【図２】部屋内の一部を示す斜視図である。
【図３】下部収納部の付近を示す側断面図である。
【図４】上部収納部の付近を示す側断面図である。
【図５】第３壁と、下部収納部および上部収納部とが接する部分を示す側断面図である。
【図６】第３壁の一実施の形態を示す平断面図である。
【図７】第３壁の一実施の形態を示す斜視図である。なお、内部中空部からコントローラ
へと伸びるケーブルは省略している。
【符号の説明】
【００５１】
１　ケーブル
１０　コントローラ
２　建物
２０　建物本体
３　部屋
３ａ　床
３ｂ　天井
３ｃ　凹所
４　第１壁
５　第２壁
６　第３壁
６ａ　開口部
６ｂ　開口部
８　腰掛板部
８ａ　下部収納部
９　目隠し板
９ａ　上部収納部
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